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2) ICを使用したメモリ ー (MC-80)
1982年には，在庫管理用のデー タ ー収録装置として収録部分にICを用いた機種(MC-80)が

開発され，これを転用した。この機種は当初ねらいとした要求はもとより，低温時や雨天時の対
策も容易てあるなと前者より数段優れている。難点は， 1日使用するのに外部バ）テリ ーが2個
必要なこと，内蔵プログラムは呼び出し専用のメモリ ー (ROM)上に格納しているのて，簡単な
プログラム修正の際にもプログラム開発と同程度費用かかかることである。

3) 開発中 のメモリ ー (AI-101)-(図1)
1983年に入って，関東電子腑により 「 アクティブタ ー ミナルA I-101」と称するデー タ ー収録

装置が開発された。この機種はMC-80より容量が大きく，入カテー タ ーの訂正機能をプログラミ
ングしても素材で1200本分のデー タ ー を収録できること，充電式の内部電源で約7時間使用可能
であること，内蔵プログラムの修正が容易てあること，なと機能的に優れている点か多い。当演
習林では今後この機種の導入を前提にシステム全体を再構成する計画である。

3 業務の流れ（図ー 2)

業務全体の流れを簡単に説明すると，イ）林内で単木毎のデー タ ーをデー タ ー メモリ ー に入力し
室内で計算機本体を介して，事業名や林班等の事業デー タ ーを入力する。 口 ）立木（素材）野帳を
出力し，テー タ ーの言J正加除を行い立木（素材）テー タ ー を確定する。 ハ）確定立木（素材） 野
帳を磁気テスクに格納（野帳ファイル）する。 二 ）野帳ファイルからデー タ ーを集計し，各帳表を
出力する。ホ）立木売払に使用する野帳テー タ ーは，売払物件の単位毎にまとめて磁気テスクに格
納（資材ファイル）し，資材ファイルデー タ ーを集計して必要な帳表を出力する。

以上の手順である。
このシステムの成否は莫大なテー タ ー数を扱うため林内て入力するテー タ ーをどっ単純化する

か，システム全体を管理（特に帳表出力）するためのテー タ ー（事業テ ー タ ー）をとう表現するか
にかかっている。以下この点をどう扱ったか説明する。

1) 野帳テータ ー （単木毎のデー タ ー）
素材の場合を例示ずると，入力項目はデー タ ー番号 樹種 材長 材径 ， 品等 ， 空胴径 備考
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立 木 素 材

元（単 木）テー ター 入力 (3 ー］）野帳テ�ーターの項参照）

立 □―→[ ]←ー□ 材

事業データ入力（元デー タも可）

事業番号
物件番号
地名
用途

調査者
調査年月日
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ヽI 磁気テスク I

事業番号
事業名
士場 椛番号
受入者
受入年月日
林班 地名

表
印
印

△
0

帳
，

＼

出 力

:: 用;;�tt)
等の入力か必要

立木調査野i[l
プロソテングライタ ー

加除訂正（入力）

日オ受入野帳

加除訂正（入力）

△確定素材受入野帳
巻 立受入 野 帳
素材受入調書
空胴引受入調書
素材巻立明細書
素材巻立総括表
生産歩止調書

△確定立木調 査 野吸
樹種別再掲表
林班別衰材内訳表
生産材算出 表

（樹種別、NL別）
立 木資材調 査
売払物 件調 書

0事業因子算出表
〇製品材積算出表

図 ー 2 システムの入力と出力

の7項目である。
i)デー タ一番号は，単木毎のデー タ ー を言J正するために必要なのて入力することにした。ただし

最初のデータ一番号を入力すればその後は連番になり省略てぎる。最初のデー タ ー番号を入力す
る理由として，素材の受入は椛単位に行うか椛の総数が多い場合，売払物件単位に複数の種を同
一椛として入力し，最初の権が900本のとき2番目の橿のデー タ 一番号を1001として区別する等の
利点を考慮しているためである。
ii) 樹種は針葉樹を1 -19, 広葉樹を20-99としてコ ー ト化した。




